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第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１第１回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回
定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例定例会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会

2月２２日
▼

3月4日

一般会計　 ６４億０千万円（前年当初比２％増）
特別会計　 ３６億７千万円（　　〃　　２７％減）
総　　額　１００億７千万円（　　〃　　１１％減）

百万円以下は四捨五入

総額
113.3億円 一般会計

62.9億円

国民健康保険
19.6億円

老人保健
17.4億円

南北簡易水道
1.4億円

農業集落排水
3.7億円

公共下水
5.7億円

温泉
2.7億円

一般
会
計　

62.9億円

特

別
会
計　

50.5
億円

百万円以下は四捨五入

  
人
事
案
件
（
議
会
が
同
意
） 

教
育
委
員
会
委
員

　

野　

原　
　
　

正

　
　

池
田
町
般
若
畑
７
０
１

人
権
擁
護
委
員

　

河　

野　

和　

通

　
　

池
田
町
宮
地
９
４
６
の
１

　

谷　

口　

義　

広

　
　

池
田
町
片
山
１
５
２
９
の
１

樫
原
谷
林
野
組
合
議
員　

３
人

足
打
谷
林
野
組
合
議
員　
　

人
１１

  
政
府
へ
意
見
書
を
提
出 

・「
混
合
型
血
管
奇
形
」の
難
病
指

定
を
求
め
る
意
見
書

・
原
爆
症
認
定
問
題
の
早
期
解
決

を
求
め
る
意
見
書

・
道
路
特
定
財
源
制
度
の
堅
持
等

を
求
め
る
意
見
書

・
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
関
す

る
意
見
書

老人保健特別会計なくなる
後期高齢者医療事業として、県で一括管理運営

今回は前年度の残存分のみです

総額
100.7億円 一般会計

64.0億円
国民健康
保険　　
19.2億円

老人保健
1.5億円

南北簡易水道
1.4億円

農業集落排水
3.7億円

公共下水
6.0億円 温泉

2.9億円

一般
会
計　

64.0億円

特別

会
計　

36.7
億
円

平成20年度

後期高齢者医療
2.0億円

◎町長の２０年度施政方針演説
◎教育委員等、人事案件４件
◎条例の一部改正等、１５件
◎１９年度補正予算を審議・可決
◎２０年度予算を審議・可決
◎意見書の審議・可決４件

今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会ののののののののののののののののののののの内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内今議会の内容容容容容容容容容容容容容容容容容容容容容容

百万円以下は四捨五入

平成１９年度

平成２０年度



3
いけだ町議会だより　No.128
平成 20 年 5 月 1 日発行

池田町一般会計予算、性質別調書
この５年間の変遷

顕

原

鹸

厳

験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験

験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験

元
元
元
元
元
元

元
元
元
元
元
元

人件費
14.5億円

物件費
11.6億円

維持補修費
0.5億円

扶助費
6.1億円

補助費等
13.7億円

公債等
9.6億円

積立金
0.0

投資及び
出資金・
貸付金
0.0

予備費
0.0

繰出金
5.6億円 合計

82.9億円

普通建設事業費
21.0億円

平成16年

14.2億円

10.9億円

0.4億円
6.1億円13.6億円

4.9億円
0.0

0.0

0.3億円

5.8億円
合計
69.8億円

13.7億円

平成17年

14.3億円

10.3億円

0.4億円
6.6億円12.7億円

4.6億円0.0

0.0

0.3億円

6.2億円 合計
67.6億円

12.2億円

平成18年

14.2億円

10.4億円

0.5億円

7.3億円
11.5億円

5.0億円0.0

0.0

0.3億円

7.7億円

合計
62.9億円

6.0億円

平成19年

13.3億円

10.1億円

0.5億円
7.8億円

13.3億円

6.0億円0.1

0.0

0.3億円

6.7億円

合計
64.0億円

5.9億円

平成20年

煙
議
会
人
事　

議
員
定
数
が　

人
樫　

人

１８

１２

何
事
も
全
員
で
取
り
組
も
う
─
委
員
会
構
成
を
変

更

煙
３
月
末
ま
で
の
暫
定
条
例
「
議
員
報
酬
の
引
き
下
げ
」

を
半
年
延
長
し
９
月
末
ま
で
と
す
る
。
町
長
等
特
別

職
の
報
酬
引
き
下
げ
も
同
じ
く
半
年
間
延
長
。

煙
そ
の
他
、
専
決
処
分
事
項
の
報
告
を
承
認
。

禍

花

稼

苛

禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾

禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾

箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇

箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇

今　
　

ま　
　

で

常
任
委
員
会　

３

　

総
務
委
員
会　
　
  
６
人

　

建
設
産
業
委
員
会

６
人

　

民
生
文
教
委
員
会

６
人

特
別
委
員
会　

２

　

下
水
道
特
別
委
員
会８

人

　

行
政
改
革
特
別
委
員
会８

人

議
会
運
営
委
員
会　
  
８
人

議
会
広
報
編
集
委
員
会６

人

こ　

れ　

か　

ら

常
任
委
員
会　

２

　

総
務
建
設
産
業
委
員
会

　

人
１２

　

民
生
文
教
委
員
会　

人
１２

な
し

（
常
任
委
員
会
で
行
う
）

５
人

５
人

臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨

時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時

　

臨　
　

時　
　

会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会

４月１０日

　  人件費
　  物件費
　  維持・補修費
　  扶助費
　  補助費等
　  公債等

　  積立金
　  投資及び出
資金・貸付金

　  繰出金
　  普通建設事業費
　  予備費

当初予算性質別内訳
１３.３人 件 費
１０.１物 件 費
０.５維持補修費
７.８扶 助 費
１３.３補 助 費 等
６.０公 債 費
０.１積 立 金

０.０投資及び出資
金・貸付金

６.７繰 出 金
５.９普通建設事業費
０.３予 備 費
６４.０合 計

（単位：億円）

平成２０年度当初予算

平成１６年 平成１７年 平成１８年

平成１９年 平成２０年
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氏　

名　

牧
村　

範
康

住　

所　

青
柳　

の
１

８４

年　

令　
　

才
４０

職　

業　

会
社
役
員

政　

党　

無
所
属

趣　

味　

ゴ
ル
フ
・
読
書

抱　

負　

一
年
生
議
員
で
は
あ

り
ま
す
が
、
皆
様
の
付
託
に
応

え
る
べ
く
地
方
自
治
の
課
題
と

展
望
に
つ
い
て
常
に
配
慮
し
、

産
業
・
文
化
・
福
祉
の
向
上
に

努
力
を
傾
注
し
て
ま
い
り
ま
す
。

氏　

名　

土
川　
　

博

住　

所　

宮
地
９
２
９

年　

令　
　

才
６６

職　

業　

無
職

政　

党　

無
所
属

趣　

味　

ゴ
ル
フ

抱　

負　

聴
く
耳
を
も
っ
て
自

分
に
厳
し
く
正
し
く
考
え
町
政

の
発
展
に
努
力
す
る
。

氏　

名　

坂
口　
　

博

住　

所　

片
山
１
３
７
４
の
１

年　

令　
　

才
６７

職　

業　

農
林
業

政　

党　

無
所
属

趣　

味　

自
然
を
相
手
に
時
間

を
過
す
こ
と

抱　

負　

豊
か
な
池
田
町
の
未

来
の
た
め
に
自
然
環
境
整
備
、

治
山
、
治
水
に
と
関
係
者
方
々

と
頑
張
っ
て
参
り
ま
す
の
で
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

氏　

名　

竹
中　

芳
弘

住　

所　

八
幡
１
９
５

年　

令　
　

才
６６

職　

業　

木
工
業（
会
社
役
員
）

政　

党　

無
所
属

趣　

味　

野
球
・
茶
道

抱　

負　

豊
か
な
自
然
と
環
境

を
保
ち
つ
つ
人
口
が
増
え
て
活

力
と
活
気
に
満
ち
た
池
田
町
づ

く
り
に
行
政
と
協
働
・
共
創
し

な
が
ら
進
め
て
い
き
ま
す
。

氏　

名　

遠
藤　

和
雄

住　

所　

沓
井
８
３
８

年　

令　
　

才
６８

職　

業　

会
社
員

政　

党　

無
所
属

趣　

味　

読
書

抱　

負　

家
庭
、
地
域
社
会
が

人
間
味
あ
ふ
れ
る
調
和
の
と
れ

た
連
携
の
中
で
、
未
来
あ
る
子

ど
も
達
の
教
育
を
考
え
て
行
き

た
い
。
初
心
を
忘
れ
ず
に
努
力

し
ま
す
。

氏　

名　

牧
村　
　

隆

住　

所　

上
田
３
４
２
の
１

年　

令　
　

才
７３

職　

業　

農
業

政　

党　

無
所
属

趣　

味　

劍
舞
・
ス
ポ
ー
ツ
鑑

賞抱　

負　

明
る
い
住
み
よ
い
ま

ち
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
皆
様
方

の
声
を
町
政
に
反
映
さ
せ
る
よ

う
努
め
ま
す
。

　

道
路
、
環
境
整
備
の
促
進
に

よ
る
活
力
あ
る
町
作
り
。

氏　

名　

岩
谷　

真
海

住　

所　

六
之
井
７
８
１

年　

令　
　

才
５３

職　

業　

僧
侶

政　

党　

無
所
属

趣　

味　

読
書
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア抱　

負　
「
認
め
あ
い
、
信
じ

あ
い
、
支
え
あ
う
」
三
つ
の
心

で
、
安
全
で
安
心
の
生
活
環
境

と
福
祉
の
充
実
に
つ
と
め
、
や

さ
し
さ
と
し
あ
わ
せ
の
街
づ
く

り
を
め
ざ
し
ま
す
。

議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議 員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員 紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹議　員　紹　介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介
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氏　

名　

窪
田　

弘
子

住　

所　

萩
原
８
１
１

年　

令　
　

才
６３

職　

業　

農
業

政　

党　

無
所
属

趣　

味　

旅
・
お
し
ゃ
べ
り
・

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
・
読
書

抱　

負　

町
民
の
方
々
が
住
ん

で
よ
か
っ
た
と
感
じ
ら
れ
る
、

情
報
公
開
が
充
分
さ
れ
た
風
通

し
の
よ
い
池
田
町
を
目
ざ
し
て
、

皆
様
に
頂
い
た
こ
の
４
年
間
を

全
力
で
駆
け
抜
け
た
い
。

氏　

名　

松
岡
正
彦

住　

所　

田
畑
８
２
８

年　

令　
　

才
６６

職　

業　

農
業

政　

党　

無
所
属

趣　

味　

鶏
飼
い

抱　

負　

皆
さ
ん
の
ご
意
見
を

よ
く
聞
き
工
場
を
誘
致
し
て
税

収
を
多
く
し
街
が
豊
か
に
な
る

よ
う
に
。
働
く
場
所
を
多
く
作

る
。
青
少
年
の
健
全
な
育
成
。

老
後
の
安
心
等
に
努
力
し
ま
す
。

氏　

名　

森
嶋
和
明

住　

所　

池
野
４
１
９

年　

令　
　

才
７０

職　

業　

農
業

政　

党　

無
所
属

趣　

味　

映
画
鑑
賞

安
全
、
安
心
、
子
供
達
の
声
が

街
角
に
聞
こ
え
る
明
る
い
町
を

目
指
し
、
町
民
皆
様
の
声
と
、

お
考
え
を
行
政
施
策
に
反
映
さ

せ
る
よ
う
初
心
に
帰
っ
て
働
く
。

氏　

名　

松
岡
雅
子

住　

所　

六
之
井
１
７
８
７
の
２

年　

令　
　

才
６４

職　

業　

会
社
役
員

政　

党　

無
所
属

趣　

味　

ス
ポ
ー
ツ
・
手
品

抱　

負　

元
気
な
町
づ
く
り
の

為
、
地
域
活
性
に
務
め
ま
す
。

特
に
未
来
あ
る
子
供
達
に
と
っ

て
必
要
な
養
老
鉄
道
の
存
続
に

全
力
を
尽
く
し
ま
す
。

　

又
皆
さ
ん
と
一
緒
に
池
田
町

の
「
も
っ
た
い
な
い
」
を
な
く

し
ま
す
。

氏　

名　

野
網
義
一

住　

所　

片
山
２
４
９
２

年　

令　
　

才
５２

職　

業　

政
党
役
員

政　

党　

日
本
共
産
党

趣　

味　

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
・
よ

さ
こ
い

抱　

負　

住
民
が
主
人
公
の
ま

ち
づ
く
り
を
め
ざ
し
ま
す
。
町

民
の
立
場
か
ら
の
行
財
政
改
革

と
、
町
民
の
声
が
活
か
さ
れ
る

地
域
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

　

就
任
あ
い
さ
つ

　

先
の
町
議
選
で
新
議
員
十

二
人
が
誕
生
し
ま
し
た
。
そ

の
議
長
、
副
議
長
に
就
任
さ

せ
て
頂
き
、
責
務
の
重
大
さ

を
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　

今
世
界
も
日
本
も
経
済
が

下
方
修
正
さ
れ
て
、
町
も
国

か
ら
の
補
助
金
が
減
額
さ
れ

厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

ど
の
市
町
も
自
分
た
ち
で
考

え
進
め
て
い
か
ね
ば
な
ら
な

い
時
代
が
来
ま
し
た
。
工
場

を
誘
致
し
て
税
収
を
多
く
し

た
り
、
節
約
で
き
る
と
こ
ろ

は
し
て
、
住
み
良
い
町
、
発

展
す
る
池
田
町
に
し
て
行
か

ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
十
二
人

の
議
員
も
一
生
懸
命
頑
張
り

ま
す
が
、
皆
様
方
の
意
見
を

少
し
で
も
多
く
、
議
会
の
方

へ
お
寄
せ
下
さ
い
。
で
き
る

だ
け
の
対
応
を
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。
町
民
二
万
四
千

六
百
余
人
、
町
全
員
の
良
い

お
考
え
を
集
め
て
希
望
と
誇

り
を
持
て
る
池
田
町
づ
く
り

に
励
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

あ
た
た
か
い
ご
理
解
と
ご

協
力
を
頂
き
ま
す
こ
と
を
お

願
い
し
、
ご
挨
拶
と
致
し
ま

す
。

  
監
査
委
員
の
選
任
同
意 

距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距

距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距

僣
僣
僣
僣
僣
僣
僣
僣
僣
僣
僣
僣
僣
僣
僣
僣
僣
僣
僣
僣
僣
僣
僣
僣
僣

僣
僣
僣
僣
僣
僣
僣
僣
僣
僣
僣
僣
僣
僣
僣
僣
僣
僣
僣
僣
僣
僣
僣
僣
僣

　

平
成　

年
度　

議
長
・
副
議
長
決
ま
る

２０

松岡正彦議長岩谷真海副議長

監査：牧村　隆議員
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一 般 質 問

　

池
田
町
の
高
齢
化
率

（　

才
以
上
の
占
め
る
割

６５合
）
は
２
割
、
区
に
よ
っ

て
は
３
割
を
超
え
、
こ
れ

か
ら
高
齢
者
の
み
の
世
帯

や
一
人
暮
ら
し
の
増
加
も

予
想
さ
れ
る
。
そ
う
い
う

方
々
も
、
買
い
物
・
医
者

通
い
等
の
足
の
確
保
が
で

き
れ
ば
、
慣
れ
た
地
元
に

住
み
続
け
ら
れ
る
。
ど
こ

の
コ
ミ
バ
ス
も
採
算
が
合

わ
な
い
の
だ
が
、
中
部
５

県
で
８
割
の
自
治
体
が
運

行
し
て
い
る
。
温
泉
バ
ス

の
休
み
の
時
な
ど
、
ま
ず

週
一
回
で
も
二
回
で
も
走

ら
せ
た
ら
ど
う
か
。

 
町　

長 

　

足
の
確
保
を
切
実
に
望

む
お
年
寄
り
の
声
も
聞
い

て
い
る
。
で
き
る
だ
け
何

と
か
し
た
い
。

　

低
床
式
バ
ス
や
路
線
に

つ
い
て
も
調
査
・
検
討
す

る
為
、
今
年　

万
円
の
予

１４

算
を
つ
け
た
。

　

最
初
は
お
金
を
か
け
な

い
温
泉
バ
ス
を
利
用
し
、

徐
々
に
交
通
弱
者
の
使
い

や
す
い
も
の
に
育
て
て

行
っ
て
ほ
し
い
。

　

バ
ス
の
購
入
や
運
行
経

費
に
補
助
金
は
ど
の
位
も

ら
え
る
の
か
。

 
町　

長 

　

県
の
補
助
金
が
１
／
３

出
る
。

窪田弘子 議員
今年度調査に取りかかる

　

岐
関
線
の
４
車
線
化
が

東
の
方
か
ら
着
々
と
進
め

ら
れ
、
ま
も
な
く
神
戸
町

が
力
を
入
れ
て
い
る
平
野

庄
橋
が
完
成
し
渋
滞
が
減

る
。　

年
後
に
は
東
海
環

１０

状
線
の
大
野
神
戸
イ
ン

タ
ー
も
で
き
る
。
将
来
の

池
田
町
に
と
っ
て
岐
関
線

は
全
国
へ
つ
な
が
る
生
命

線
だ
。

コミュニティーバスの運行を

　主要地方道、岐阜関ヶ原線は将来の大動脈
養老鉄道踏切（神戸町）を高架にしないと大渋滞を招く

　

町
長
・
議
会
一
体
と

な
っ
て
踏
切
を
高
架
に
す

る
よ
う
、
国
・
県
・
神
戸

町
・
養
老
鉄
道
へ
働
き
か

け
、
お
願
い
を
す
べ
き
で

は
な
い
か
。

 
町　

長 

　

私
も
強
く
働
き
か
け
て

行
く
の
で
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
た
い
。

岐関線の養老鉄道踏切（神戸町丈六道）

池田町図書館の北に休憩している温泉バス
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一 般 質 問

　

オ
ー
プ
ン
ま
で
３
年
余

り
だ
、
成
功
し
て
い
る
各

地
の
施
設
を
参
考
に
し
て
、

各
年
代
、
各
層
、
各
業
種

を
交
え
て
の
建
設
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
作
り
、

町
民
の
誇
れ
る
道
の
駅
を

作
る
必
要
が
あ
る
と
思
う

が
ど
う
か
。

　

地
球
温
暖
化
の
中
、
動

物
の
異
常
繁
殖
が
問
題
と

な
っ
て
い
る
。
そ
の
一
つ

ヌ
ー
ト
リ
ア
は
夜
行
性
で

堤
防
の
横
腹
に
無
数
の
穴

を
つ
く
り
、
堤
防
を
弱
く

し
て
い
る
事
も
問
題
と

な
っ
て
い
る
。
ま
た
稲
の

穂
を
喰
い
ち
ぎ
っ
た
り
、

野
菜
を
荒
し
た
り
、
農
家

に
と
っ
て
被
害
は
深
刻
で

あ
る
。
町
有
害
動
物
捕
獲

奨
励
金
制
度
を
設
け
絶
滅

を
図
る
対
策
を
問
う
が
ど

う
か
。

 
町　

長 

　

被
害
拡
大
の
実
態
は

知
っ
て
い
る
。
堤
防
補
強

に
つ
い
て
は
連
結
ブ
ロ
ッ

ク
で
護
岸
改
修
の
必
要
が

有
る
と
思
っ
て
い
る
。
町

に
は
捕
獲
制
度
が
あ
る
が
、

他
の
市
町
で
鳥
獣
保
護
の

動
物
指
定
と
な
っ
て
お
り
、

許
可
期
間
、
捕
獲
期
間
を

定
め
て
、
資
格
の
あ
る
人

に
や
っ
て
も
ら
う
の
が
大

前
提
と
な
っ
て
い
る
。　
２０

年
度
か
ら
町
と
し
て
方
針

を
立
て
、
周
知
し
な
が
ら

進
め
て
い
く
。

竹中芳弘 議員

道の駅建設準備に町民参加の
　プロジェクトチーム作りを！

オープン予定は２３年３月を予定

農
作
物
被
害
深
刻
の

　

ヌ
ー
ト
リ
ア
捕
獲
対
策
を
！

鳥
獣
保
護
の
動
物
指
定
が
あ
り

　

資
格
者
と
協
議
し
て
進
め
た
い
。

 
町　

長 

　

施
設
の
規
模
、
運
営
方

法
を
広
く
町
民
か
ら
意
見

を
聞
き
な
が
ら
方
針
を
決

定
し
た
い
。
出
店
者
の
希

望
、
Ｐ
Ｒ
等
に
つ
い
て
も

検
討
委
員
会
を
設
け
て
進

め
て
い
き
た
い
。

活気あふれる道の駅「織部の里もとす」（本巣市）

町内河川堤防に無数の穴、穴、穴（杭瀬川）
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一 般 質 問

野網義一 議員　

　

中
央
公
民
館
の
東
に
あ

る
土
地
開
発
公
社
所
有
の

土
地
を
職
員
駐
車
場
に
し

て
北
池
野
駅
の
鉄
道
利
用

者
の
駐
車
ス
ペ
ー
ス
の
拡

大
を
。

　

池
野
駅
北
側
の
近
鉄
所

有
の
土
地
が
駐
車
場
に
整

備
さ
れ
て
も
、
北
口
が
開

設
さ
れ
な
け
れ
ば
効
果
が

な
い
、
北
口
の
開
設
と
周

辺
道
路
の
整
備
を
進
め
ら

れ
た
い
。

　

巡
回
バ
ス
は
町
内
３
駅

だ
け
で
は
な
く
揖
斐
駅
に

も
停
車
で
き
る
よ
う
検
討

さ
れ
た
い
。

　

藤
代
に
建
設
予
定
の
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
目
の
前

に
東
光
寺
谷
地
区
農
集
の

排
水
管
が
あ
る
の
に
「
接
続

を
認
め
な
い
」
の
は
納
得
で

き
な
い
。

　

農
集
の
計
画
時
に
は
、

池
田
温
泉
本
館
が
予
定
さ

れ
て
い
た
の
に
、
実
際
に

は
そ
の
後
完
成
し
た
新
館

が
接
続
さ
れ
た
。
新
館
だ

け
で
地
区
の
半
分
以
上
の

汚
水
が
流
入
し
て
い
る
の

が
原
因
。

　

こ
の
地
域
は
岐
阜
関
ケ

原
線
が
開
通
す
れ
ば
人
口

の
増
加
が
予
想
さ
れ
る
。

道
の
駅
構
想
も
あ
り
、
池

田
温
泉
周
辺
の
汚
水
を
公

共
下
水
道
で
処
理
す
る
こ

と
を
検
討
す
べ
き
。

 
町　

長 

　

そ
の
後
、
農
集
で
受
け

入
れ
る
こ
と
に
な
り
書
類

を
出
し
直
す
こ
と
で
協
議

が
ま
と
ま
っ
た
。
道
の
駅

は
農
集
も
公
共
下
水
も
区

域
外
に
な
っ
て
い
る
の
で

　

年
度
の
計
画
変
更
の
中

２０で
検
討
し
ま
す
。

北池野駅

Ｎ

町有地
鉄道利

用者
鉄道利

用者

町職員町職員

鉄道利
用者

町職員
Ｐ

ＰＰ

Ｐ

借
地

Ｐ

Ｐ

借
地

公社
（畑）

この部分を鉄道利用者
駐車場として開放を

職員駐車場に

中央公民館

池田温泉周辺の
　汚水処理を
　　再検討を！

　

南
部
公
園
の
グ
ラ
ン
ド

の
南
側
の
三
角
の
土
地
を

サ
ブ
グ
ラ
ン
ド
と
し
て
整

備
さ
れ
た
い
。
ま
た
、
日

陰
や
休
憩
所
な
ど
環
境
整

備
を
。

 
町　

長 

　

利
用
者
が
増
加
し
て
い

る
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
植

栽
し
て
い
た
だ
い
た
り
、

サ
ブ
グ
ラ
ン
ド
の
整
備
を

含
め
よ
り
一
層
親
し
ま
れ

る
公
園
整
備
に
努
め
た
い
。

　

養
老
鉄
道
利
用
促
進
に
提
言

北
池
野
駅
駐
車
場
の
拡
張
・
池
野
駅

　

北
口
の
整
備
・
巡
回
バ
ス
の
活
用

計温泉水道水
１５７９８.６５８.４本館
２７９.４１０３.６１７５.８新館
４３６.４２０２.２２３４.２計

平成１８年度池田温泉
日平均使用水量（㎥）

 
町　

長 

　

北
池
野
駅
利
用
者
の
駐

車
ス
ペ
ー
ス
を
拡
大
で
き

る
よ
う
進
め
ま
す
。

　

池
野
駅
北
口
の
開
設
は

養
老
鉄
道
と
一
緒
に
な
っ

て
近
鉄
に
対
し
強
く
働
き

か
け
た
い
。

　

揖
斐
川
町
に
働
き
か
け

許
可
を
得
た
い
。

新館は本館より１２０㎥多く使う‼

池田温泉
（新館）
279.4㎥
（65％）

その他
（301件）
235.6㎥
（35％）

池田温泉新館が2/3

　

池
田
町
議
会
が
昭
和　
６３

年
６
月
に
「
非
核
平
和
宣

言
」
し
て
今
年
で　

年
を
迎

２０

え
る
。
イ
ラ
ク
戦
争
・
在
日

米
軍
を
め
ぐ
る
問
題
・
イ
ー

ジ
ス
艦
と
漁
船
と
の
衝
突

問
題
な
ど
平
和
に
つ
い
て

考
え
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
が

多
い
。
平
和
に
つ
い
て
何

か
企
画
し
て
は
ど
う
か
。

 
町　

長 

　

今
日
平
和
が
あ
る
こ
と

を
考
え
る
場
を
設
け
た
い
。

東光寺谷地区農業集落排水に
しめる池田温泉新館の割合　

南部公園サブグラ
　ンドの整備を

非核平和宣言２０周年
　平和を考える企画を
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一 般 質 問

英語教育に
　地域の協力を！

　

不
妊
に
悩
む
夫
婦
が
増

え
て
い
る
。
平
成　

年
、

１５

「
少
子
化
社
会
対
策
基
本

法
」
が
制
定
さ
れ
、
国
庫

補
助
制
度
の
「
特
定
不
妊

治
療
費
助
成
事
業
」
が
始

ま
っ
た
。
岐
阜
県
も
少
子

化
対
策
の
一
環
と
し
て　
１９

年
度
１
億
円
の
予
算
を
組

ん
だ
。
県
内
で
は　

市
町

１８

が
助
成
制
度
を
持
っ
て
い

る
。
対
策
に
力
を
入
れ
て

欲
し
い
。

 
町　

長 

　

人
工
授
精
や
体
外
受
精

は
１
回　

万
か
ら　

万
か

３０

４０

か
る
。
揖
斐
郡
で
も　

人
４１

の
申
請
が
あ
る
。
プ
ラ
イ

バ
シ
ー
に
配
慮
し
て
何
と

か
支
援
で
き
る
体
制
を
考

え
た
い
。

　

指
導
要
領
の
改
訂
で
５

年
生
か
ら
英
語
が
必
須
と

な
る
。
学
校
の
先
生
の
取

り
組
み
を
支
援
す
る
意
味

で
、
中
川
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
よ

う
に
地
域
で
も
英
語
教
育

に
協
力
で
き
る
体
制
づ
く

り
は
考
え
ら
れ
な
い
か
。

 
教
育
長 

　
　

年
度
か
ら
日
本
人
ア

１８
シ
ス
タ
ン
ト
の
英
語
の
先

生
を
採
用
し
て
担
任
と
体

制
を
整
え
て
い
る
。

厚生労働省人口動態統計／
日本産婦人科学会統計　　

特色ある英語教育を
　どう展開するのか

倉地幸子 議員

＜県内の特定不妊治療費
助成自治体＞　　　

岐阜市、高山市、中津川市、
美濃市、関市、羽島市、飛騨
市、下呂市、美濃加茂市、恵
那市、本巣市、笠松町、輪之
内町、安八町、北方町、揖斐
川町、富加町、白川村

　

学
習
指
導
要
領
の
改
訂

で
判
断
力
・
表
現
力
の
育

成
が
国
語
を
筆
頭
に
全
教

科
で
求
め
ら
れ
る
。　

年
１９

度
池
田
町
の
学
校
図
書
予

算
は
小
学
校
で
１
人
平
均

　

円
。
大
垣
市
の
約
半
分
。

７９８本
の
整
備
や
児
童
を
支
援

す
る
非
常
勤
司
書
補
は
池

田
町
全
体
に
た
っ
た
２
人
。

勤
務
時
間
が
少
な
く
仕
事

に
専
念
で
き
な
い
。
現
場

で
は
司
書
の
資
格
を
持
っ

た
教
員
は
多
忙
で
図
書
館

に
常
駐
で
き
な
い
。
全
学

校
に
司
書
補
を
配
属
す
べ

き
。

 
教
育
長 

　

予
算
は
学
校
独
自
で
組

ん
で
お
り
本
は
十
分
あ
る
。

資
格
を
持
っ
た
教
諭
も
い

る
。
Ｐ
Ｔ
Ａ
が
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
協
力
し
て
い
る
。

読
書
教
育
は
表
彰
も
受
け

て
い
る
。

   
不
妊
治
療
に
行
政
支
援
を
！

少
子
化
対
策
に
力
を
入
れ
て
！　学校図書館の改善を！

学校図書館に予算を増やし
　常駐の司書補を置いて！

２０／３池田町議会資料／大垣市教育委員会資料

もっと予算があれば（ボロボロの本）
ページがちぎれた本



10
いけだ町議会だより　No.128

平成 20 年 5 月 1 日発行

Ｑ　

職
員
全
員
が
情
報
に
ア
ク

セ
ス
で
き
る
事
に
な
り
個
人

情
報
の
保
護
は
大
丈
夫
か
。

Ａ　

個
人
情
報
に
ア
ク
セ
ス
出

来
る
端
末
機
を
制
限
す
る
こ

と
や
、
利
用
時
に
パ
ス
ワ
ー

ド
等
の
保
護
に
よ
り
対
応
す

る
。

Ｑ　

市
橋
防
災
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

セ
ン
タ
ー
の
行
政
財
産
と
し

て
の
建
物
な
ど
の
管
理
運
営

に
つ
い
て

Ａ　

地
元
と
の
契
約
に
よ
り
区

で
管
理
等
を
行
っ
て
頂
く
こ

と
に
な
る
。

Ｑ　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
管
理
は

委
託
費
が
出
て
い
る
が
、
職

員
の
み
で
行
え
な
い
か
。

Ａ　

短
時
間
で
の
作
成
を
求
め

ら
れ
る
ペ
ー
ジ
作
り
や
、
更

新
を
行
え
る
職
員
が
少
な
い

こ
と
か
ら
作
成
を
一
部
外
部

に
委
託
し
て
い
る
。
極
力
職

員
で
対
応
す
る
よ
う
に
す
る
。

Ｑ　

庁
舎
周
辺
の
職
員
駐
車
場

の
管
理
、
利
用
状
況
に
つ
い

て
Ａ　

駐
車
枠
が　

台
分
で
利
用

119

が　

台
で
あ
り
、
今
後
総
点

107
検
を
す
る
。

Ｑ　

今
年
度
も
再
び
予
算
に
あ

が
っ
て
い
る
が
、
防
災
行
政

無
線
整
備
事
業
の
中
身
は

Ａ　

全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム

に
対
応
す
る
た
め
の
改
修
事

業
で
あ
る
。

Ｑ　

企
業
誘
致
の
現
状
は
ど
う

な
っ
て
い
る
か
。

Ａ　

現
在
も
３
万
６
千
平
方
米

の
土
地
に
つ
い
て
替
地
等
の

交
渉
を
行
い
つ
つ
企
業
誘
致

に
向
け
努
力
し
て
い
る
。
今

後
と
も
池
田
町
の
特
性
を
生

か
し
環
境
の
よ
さ
、
住
み
や

す
さ
を
企
業
誘
致
の
P
R
と

し
、
医
薬
品
な
ど
の
イ
メ
ー

ジ
の
よ
い
企
業
誘
致
に
全
力

投
球
し
て
い
き
た
い
。

付託案件
◎
条
例
の
一
部
改
正

◎
平
成　

年
度
補
正
予
算

19

に
つ
い
て

◎
平
成　

年
度
一
般
会
計

20

予
算
に
つ
い
て

総　

務　

委　

員　

会

総　

務　

委　

員　

会

今年度中に設置の予定

主
な
審
査
の
内
容

全国瞬時警報システム
イメージ図

顕

原

鹸

厳

験験験験験験験験験験験験

験験験験験験験験験験験験

元
元
元

元
元
元
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Ｑ　

池
田
町
は
福
祉
の
町
と
言

わ
れ
て
い
る
が
、
ど
こ
に
力

を
入
れ
て
い
る
の
か

Ａ　

保
育
園
や
子
育
て
支
援
、

特
に
妊
婦
検
診
や
乳
児
医
療

の
拡
大
を
先
駆
け
て
や
っ
て

い
る
。

Ｑ　

は
し
か
、
風
疹
の
接
種
率

向
上
の
対
策
は

Ａ　

平
成　

年
度
か
ら
５
年
間

２０

限
定
で
実
施
す
る
も
の
で
あ

り
、
個
人
通
知
、
広
報
、
有

線
を
活
用
し
て
周
知
す
る
と

と
も
に
、
３
月
中
は
町
内
医

療
機
関
へ
依
頼
し
、
４
月
以

降
は
揖
斐
郡
内
医
療
機
関
で

の
接
種
が
可
能
と
な
る
。

Ｑ　

揖
斐
広
域
斎
場
町
負
担
金
、

西
濃
環
境
整
備
分
賦
金
の
増

額
理
由
は
何
か

Ａ　

揖
斐
広
域
連
合
に
つ
い
て

は
、
斎
場
建
設
当
時
の
借
入

金
の
元
金
償
還
が
始
ま
る
も

の
で
あ
り
、
西
濃
環
境
整
備

組
合
に
つ
い
て
は
、
ご
み
の

搬
入
量
の
増
加
に
伴
う
も
の

で
あ
る
。

Ｑ　

認
知
症
高
齢
者
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
建
設
補
助
事
業
に
つ

い
て
町
の
対
応
は

Ａ　

全
額
国
庫
補
助
事
業
で
あ

り
、
揖
斐
広
域
連
合
で
３
年

ご
と
に
待
機
者
を
調
査
し
、

　

人
分
の
認
可
を
受
け
て
今

１５回
は
藤
代
の
グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム
の
分
を
町
が
申
請
す
る
。

Ｑ　

総
合
型
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

と
指
定
管
理
者
制
度
導
入
へ

の
関
係
は
ど
う
な
る
の
か

Ａ　

現
在
は
N
P
O
法
人
「
い

け
だ
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
」
に

昼
間
の
業
務
を
、
三
和
サ
ー

ビ
ス
に
は
夜
間
の
業
務
と
施

設
点
検
を
委
託
し
て
い
る
。

今
後
の
こ
と
は
指
定
管
理
者

と
協
議
す
る
。

Ｑ　

中
国
産
食
材
の
問
題
に
対

す
る
、
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

の
現
在
の
対
応
の
状
況
と
私

立
保
育
園
の
給
食
の
チ
ェ
ッ

ク
の
方
法
は
ど
う
な
っ
て
い

る
か
。

Ａ　

中
国
産
の
食
材
を　

％
省

１００

く
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
が
、

省
け
る
も
の
、
あ
る
い
は
中

国
産
と
判
明
し
て
い
る
も
の

は
除
外
し
て
い
る
。
ま
た
、

国
や
県
か
ら
通
達
が
来
て
い

る
の
で
中
国
産
は
使
用
し
な

い
よ
う
に
指
導
し
て
い
る
。

付託案件
◎
池
田
町
福
祉
医
療
費
助

成
に
関
す
る
条
例
の
一

部
改
正

◎
平
成　

年
度
補
正
予
算

１９

に
つ
い
て

◎
平
成　

年
度
予
算
に
つ

２０

い
て 民

生
文
教
委
員
会

民
生
文
教
委
員
会

主
な
審
査
の
内
容

給食センターの調理風景

親子運動教室（総合型スポーツクラブ）

マンデースポーツクラブ（総合型スポーツクラブ）
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Ｑ　

町
有
地
売
却
地
の
場
所
と

坪
数
、坪
当
り
単
価
は
幾
ら
か
。

Ａ　

場
所
は
八
幡
地
内　

平
米
、

209

単
価
は
坪
当
り
八
万
五
千
円

か
ら
九
万
円
で
あ
る
。

Ｑ　

荒
廃
し
て
い
る
茶
畑
が
見

受
け
ら
れ
る
。
お
茶
農
家
の

今
後
の
あ
り
方
に
つ
い
て
検

討
し
て
も
ら
い
た
い
。

Ａ　

ク
リ
ー
ン
農
業
に
取
り
組

む
中
で
、
県
の
補
助
金
を
受

け
る
な
ど
、
美
濃
い
び
茶
の

振
興
に
取
り
組
む
。
茶
園
の

構
造
改
善
に
取
り
組
む
必
要

が
あ
る
。
モ
デ
ル
地
区
の
設

置
を
進
め
て
行
く
。

Ｑ　

池
田
温
泉
新
館
、
本
館
と

も
で
臨
時
職
員
の
賃
金
が　
270

万
円
削
減
さ
れ
て
い
る
が
、

サ
ー
ビ
ス
の
低
下
に
つ
な
が

ら
な
い
か
。

Ａ　

大
き
な
減
額
に
な
っ
た
の

は
、
温
泉
バ
ス
の
助
手
を
な

し
と
し
て
運
転
手
一
人
と
し

た
た
め
。
運
転
手
が
降
り
て

確
認
し
乗
っ
て
い
た
だ
け
れ

ば
、
十
分
サ
ー
ビ
ス
で
き
る
。

Ｑ　

池
野
駅
北
駐
車
場
整
備
を

産
業
課
が
行
う
理
由
は
。
ま

た
利
用
計
画
は
。

Ａ　

今
ま
で
も
近
鉄
に
依
頼
さ

れ
、
草
刈
り
な
ど
し
て
維
持

し
て
き
た
経
緯
が
あ
る
た
め
。

車
の
出
入
り
は
敷
地
の
西

側
・
東
側
に
設
け
る
。
敷
地

幅
が
広
く
な
っ
た
場
所
に　
20

台
駐
車
す
る
計
画
。

Ｑ　

駅
の
近
く
の
誘
客
活
動
の

企
画
は
あ
る
か
。

Ａ　

新
茶
に
関
連
さ
せ
た
も
の

と
、
酒
蔵
に
関
連
さ
せ
た
も

の
と
二
つ
の
企
画
を
進
め
て

い
る
。

付託案件
◎
平
成　

年
度
補
正
予
算

19

◎
平
成　

年
度
予
算

20

そ
の
他
５
件

主
な
審
査
の
内
容

荒れた茶畑

池野駅駐車場予定地（池野駅北）

建
設
産
業
委
員
会

建
設
産
業
委
員
会
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Ｑ　
「
町
内
で
安
心
し
て
医
療

を
受
け
る
事
が
出
来
る
。」

「
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
体
制
整

備
が
さ
れ
て
い
る
。」「
お
母

さ
ん
達
が
心
配
な
く
子
供
を

産
み
育
て
る
事
が
出
来
る
。」

と
い
う
課
題
が
心
配
で
あ
る
。

Ａ　

医
師
に
つ
い
て
は
、
医
師

会
を
通
じ
池
田
町
で
開
業
し

て
欲
し
い
と
要
望
し
て
い
る
。

開
業
し
た
場
合
は
土
地
を
提

供
し
た
い
。
今
後
と
も
池
田

町
で
開
業
し
て
い
た
だ
け
る

意
欲
の
あ
る
医
師
を
見
つ
け

て
い
き
た
い
。

Ｑ　

総
合
体
育
館
が
４
月
よ
り

指
定
管
理
者
に
変
わ
る
の
か
。

ま
た
メ
リ
ッ
ト
は
。

Ａ　
　

年
度
早
い
時
期
、
６
月

20
議
会
に
提
案
し
た
い
。
運
営

費
を
１
割
ぐ
ら
い
カ
ッ
ト
で

き
た
ら
と
思
っ
て
い
る
。

　

公
の
施
設
の
管
理
は
「
管
理

委
託
制
度
」
が
あ
っ
た
が
、
よ

り
民
間
経
営
に
近
く
、
公
募
も

で
き
る
「
指
定
管
理
者
制
度
」

が
創
設
さ
れ
た
。
民
間
企
業
や

N
P
O
な
ど
を
含
む
法
人
、
そ

の
他
団
体
が
公
の
施
設
の
管
理

（
利
用
許
可
を
含
む
）を
行
う
こ

と
が
出
来
る
。

主
な
審
査
の
内
容

平成１８年４月に指定管理者制度に移行した福祉センター

   
指
定
管
理
者
制
度
に

   
順
次
移
行

指
定
管
理
者
と
は

行
財
政
改
革
特
別
委
員
会

行
財
政
改
革
特
別
委
員
会

平成２０年度中に指定管理者制度に移行が予定されている総合体育館



　
　

年
度
工
事
予
定
は
国
道
を
挟
ん
で
上

20
八
幡
残
り
全
域
と
池
野
連
担
地
の
一
部
ま

で
進
み
、　

年
度
は
霞
間
ヶ
渓
街
道
ま
で

21

の
計
画
で
、
当
初
計
画
よ
り
１
年
程
度
早

く
な
っ
て
い
る
。

Q　

下
水
道
使
用
料
金
の
見
直
し
は
ど
う

か
。

Ａ　

３
年
毎
の
見
直
し
を
す
る
中
で
住
民

代
表
を
入
れ
た
審
議
会
を
設
け
町
財
政

状
況
等
考
慮
し
て
従
量
制
を
検
討
し
て

い
く
。

Q　

接
続
率
向
上
は
ど
う
す
る
の
か
。

Ａ　

下
水
道
の
メ
リ
ッ
ト
、
P
R
や
地
域

説
明
会
ま
た
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
努
力
し

て
い
く
。
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平
成　

年
度
下
水
道
工
事
計
画

２０

  
進
捗
状
況
の
説
明

編

集

後

記

　

先
の
選
挙
で
議
員
定
数
は　

人
か
ら　

18

12

人
と
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
に
つ
れ
て
議
会

広
報
編
集
委
員
も
６
人
か
ら
５
人
と
な
り
、

そ
の
メ
ン
バ
ー
の
中
に
初
当
選
の
２
人
に

も
入
っ
て
も
ら
い
、
フ
レ
ッ
シ
ュ
な
議
会

広
報
編
集
委
員
会
と
な
り
ま
し
た
。
皆
様

に
池
田
町
の
フ
レ
ッ
シ
ュ
を
届
け
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

編
集
委
員
長　
　

竹　

中　

芳　

弘

副
委
員
長　
　

窪　

田　

弘　

子

委　
　
　

員　
　

遠　

藤　

和　

雄

坂　

口　
　
　

博

牧　

村　

範　

康

下
水
道
特
別
委
員
会

下
水
道
特
別
委
員
会

主
な
審
査
の
内
容

Ｈ２０．２１  管路施設工事施工区域（予定）


